
議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成 ２８年 １１月 ７日（月） 

午後７時００分～午後８時５８分 

開催場所 南郷地区生涯学習センター（東中学校区） 

参加人数 

（議員・事務局除く） 
６５名 

出席議員  ３班 
草賀章吉 内藤澄夫 堀内武治 雪山敏行 

野口安男 渡邊久次 大場雄三 小沼秀朗 

役割分担 

班 長 草賀章吉 司会進行 雪山敏行 

テーマ① 渡邊久次 テーマ② 大場雄三 

テーマ③ 

特別委員会

中間報告 

内藤澄夫 

野口安男 

小沼秀朗 

記 録 大場雄三 

受 付 内藤澄夫 受 付 堀内武治 

報告に関する質疑 

テーマ① 

 

（質疑） （応答） 

Ｑ 

今後も議会報告会を継続して

いくと思われるが、もっとわかり

易くするために進捗状況や今後

の計画について明らかにしたら

よいと思うが。 

 

Ａ 

議会としてのチェック機能を

果たしながら、今後の計画や進捗

状況を説明していきたい。 

 

テーマ② Ｑ 

 健診について、人間ドッグに行

っている場合などカウントの仕

方についてどうなっているのか。 

 

 

 

 

Ｑ 

 報告会の資料はどの時点で出

来上がるのか、事前に提示しても

らえれば、より理解が深まってい

くのではないか。 

 

 

 

 

 

Ａ 

統計の方法についても厳正化

していくよう提案していく。 

人間ドッグも中東遠総合医療セ

ンターと遠州病院で受けた場合

ではカウントが異なるというこ

ともある。 

 

Ａ 

議員自身が資料を作成してい

るため出来上がりは約２週間前

くらいである。事前配布というこ

とは難しいがホームページ等で

公開できるように検討していく。 

 

 

 

 



Ｑ 

 在宅医療推進員について、どん

な役割をしているのか。 

健康格差について、社会的格差も

課題ではあるが、経済的格差のほ

うが重要ではないか 

 

Ａ 

在宅医療推進員は主に医師を

支援する活動をしている。 

経済的格差についても承知して

いる、当局にも意見していく。 

 

テーマ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 

 市内全地域でまち協が立ち上

がった。議員は市全体を見ていた

だきたい。定数削減には賛成。人

口規模が同程度の定員にするの

が望ましい。 

 

Ｑ 

 大東大須賀地域から聞くとこ

ろによると、掛川地域の人口の集

中しているところは良いが南部

では人口減少傾向にあり議員も

出しにくくなって地域の声が届

かなくなることが危惧される。北

部と南部の人口を考慮するとバ

ランスがとれないのではないか。 

 

Ｑ 

 人口も減少していることから、

定数は削減すべき。掛川市よりも

人口規模に対して少ない定数で

運営している自治体もある。参考

にしたらどうか。地域の代表だと

考える時代は終わったのではな

いか。 

 

Ｑ 

 定数に関しては事前情報があ

ったので自身でも調査を行った。

議員 1 人当たりの人口を比較し

て富士宮市を想定すると定員 20

人が適当ではないか。歳費が 1億

6300 万円かかっていることも考

慮して削減の方向で考えていた

だきたい。人口が増えた時には定

員を増やすことを考えればよい。 

Ａ 

区長会からの要望についても

重く受け止めている。皆さんの意

見をさらに聞かせていただきた

い。 

 

 

Ａ 

その通りでもある。利点と欠点

を含めて協議していく。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 人口について掛川市では今後

増やしていくことを考えている。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

人口規模が同程度の自治体を

比較参考にして協議していく。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ｑ 

 相対的なことを議論するのが

議員の務め。他の自治体と比べる

のはナンセンス。まち協が立ち上

がったことで地域の声はまち協

が伝えていくことから、議員は減

らしてもよい。そのためのまちづ

くりではないか。 

 

Ｑ 

 保育士の離職率が高いことに

驚いた。掛川市独自の子育て支援

や保育士が離職しないような施

策をとっていただきたい。 

 

Ａ 

地域のことについてはまち協

が提言できる。議会としても地域

のことを考えることも必要であ

ると考える。 

 

 

 

 

Ａ 

 保育士の現場が過酷であるこ

とは認識している。更なる支援を

していくが近隣と競争にならな

いよう調整していくことも必要

と考える。 

 

意見・提言等 

 

 

（意見・提言等） （対応） 

Ｑ 

 中央小の学童が定員オーバー

な状態であり、耐震化されていな

い地域学習センターで対応して

いる。また、ひとり親世帯も増加

している。少子化は進んでいるが

学童のニーズは増えている。 

 

Ｑ 

 定数の問題は数字だけでは判

断できない。定数が削減されれば

女性の進出も困難になると考え

る。また議員一人一人もっと個性

があってもよいのではないか、他

の自治体を真似る必要はない。 

 

Ｑ 

 公共交通に関して、もっと大き

な視点で将来像を描いてもらい

たい。掛川市公共交通会議も開催

しているので情報をリンクして

いってもらいたい。 

 

 

 

 

Ａ 

保育園拡充の次は学童の拡充

だと考えている。今後、他の地域

でも学童の課題は出てくると思

う。議会としてもしっかり考えて

いきたい。 

 

 

Ａ 

 男女は同権だと考える。どんど

ん女性にも進出してもらいたい。 

 

 

 

 

 

Ａ 

短期的長期的課題があるので

情報交換しながら将来について

検討していきたい。 

 

 

 

 

 

  



Ｑ 

 税の配分について議会に託し

ている。受益者負担ということも

重視すべきと考える。時代背景も

考慮してやるべきことを精査し

て施策をとるべき。 

 

Ａ 

議会としても、意見をいただい

たので、時代背景も考慮して今後

取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成２８年１１月７日（月） 

午後７時００分～午後９時００分 

開催場所 大須賀支所市民交流センター（大須賀中学校区） 

参加人数 

（議員・事務局除く） 
４１名 

出席議員 １班 
山本 行男 髙木 敏男 山崎 恒男 榛葉 正樹 

松本 均 窪野 愛子 桒原 通泰  

役割分担 

班 長 山本 行男 司会進行 榛葉 正樹 

テーマ① 松本 均 テーマ② 窪野 愛子 

テーマ③ 

山崎 恒男 

桒原 通泰 

髙木 敏男 

記 録 桒原 通泰 

受 付 山崎 恒男 受 付  

報告に関する質疑 

テーマ① 

 

（質疑） （応答） 

特になし 

＊資料で掲載されている「中東遠

総合医療センターの充実」および

「水道事業」について自由討議の

中で意見が出された。 

 

 

 

テーマ② 質疑なし  

テーマ③－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛区長会連合会から議員定数削

減に関する要望書が出ているが、

資料には削減理由が書かれてい

ない。まち協が設立され大須賀地

区でも 4 地区で活動が展開され

ている。こうしたことを踏まえて

議員定数削減について検討願い

たい。 

 

 

 

☛私の議会に対する意見である

が、3つのテーマそれぞれが特別

委員会を設置してやらなければ

ならないのか。常任委員会でも出

来るのではないか。議会でも行革

を訴えているなら、あえてお金が

☛今年の春、市内全域でまち協が

設立され活動が展開されている

と承知している。まち協はまちづ

くりとしての活動があり、議員は

議員としての責務がある。いずれ

にしてもまち協が活発に活動を

展開されていくことと議員定数

問題は慎重に検討したい。 

 

 

 

 

☛ご意見として承る。これらの意

見については、特別委員会のあり

方含めて議会に伝えます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかる特別委員会でやることは

疑問である。是非検討願いたい。 

 

☛議会改革の検討の中で抜けて

いるものがある。それは議員歳費

を引き下げることが検討されて

いない。引き下げて議員を増やす

ことも検討しないのか。歳費の引

き下げを検討すべきと考える。 

 

☛平成 29 年 4 月から実施とある

が、住民周知期間がなく住民軽視

ではないか。市民の声を聴くと言

っているが、今の報告を聞くと出

来レースと思える。時間的余裕を

もって取り組む必要があると思

う。 

 

以上私の意見であり答弁はいら

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ③－２ 

 

質疑なし  

テーマ③－３ 

 

質疑なし  

意見・提言等 

 

自由討議 

（意見・提言等） （対応） 

☛水問題について伺う。平成 25

年度の議会報告会で「水道事業の

現状と課題」で大須賀地区の地下

水活用について意見を申し述べ

た。その後どのようになっている

か知りたい。県の経営とすること

と責任水量制も問題であり、ぜひ

議会としても検討願いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛提言をまとめ市長に提言した。

現在水道ビジョンを作成中であ

り、大須賀地区の地下水活用につ

いてもビジョンの中で示されて

くる予定であり、その他に企業団

に対し受水費の低減要望や管路

の耐震化などビジョンとして示

されてくるのでもう少し時間を

ほしい。 

 

 

 

 

 

 

 



☛中東遠総合医療センターにつ

いて 

 安心できる地域医療として設

立されたが、待ち時間が 3時間待

ちもある。30 分で 6 人位の患者

を診ていると聞く。救急患者につ

いても 90 分待ちもあると聞く。

医師や看護師の増員が必要と考

える。現状について議会としてど

のように考えているのか伺う。 

 

 

☛開業当時は市民から多くのご

意見を頂いた。市民として要望は

ありますが、問題、課題はどこの

病院にもある。医師もスタッフも

一生懸命努力され改善に努めて

いることも皆さんにも知ってほ

しい。 

議会としても市民の意見を改善

に結びつくよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成２８年  １１月 ８日（ 火 ） 

     午後７時００分 ～ 午後９時００分 

開催場所 栄川中学校 多目的ホール（栄川中学校区） 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
４６人 

出席議員   ２班 
大石 勇 鷲山 喜久 二村 禮一 山本 裕三 

中上 禮一 鈴木 久男 鈴木 正治  

役割分担 

班 長 大石 勇 司会進行 鷲山 喜久 

テーマ① 二村 禮一 テーマ② 山本 裕三 

テーマ③ 

中上 禮一 

鈴木 久男 

鈴木 正治 

記 録 中上 禮一 

受 付 鈴木 久男 受 付 鈴木 正治 

報告に関する質疑 

 

 

（質疑） （応答） 

Ｑ  

特定健診について、医療機関の考

え方とミスマッチがあるのでは

ないか。生活習慣病で検査してい

るので受診しない人もいるし、医

療機関でも受診しなくてよいと

の指導もある。また、通院してい

る人も受けて下さいとの案内も

あるが。 

 

 

Ｑ  

人間ドックを受けている人は受

診していないが、この数値が無視

されている。特定健診だけを取り

上げて 50％ということではなく

て全体の中で判定する必要があ

る。 

受診率向上のポイントは 3 つあ

ると思うが、まちづくり協議会の

中でも専門部会を設けて努力し

ている。地域との関係をどのよう

に考えているのか。 

 

 

Ａ  

未受診の理由として、4分の 1の

方は通院しているので受けてい

ないとの回答をしていることや

ＪＡのことなどもあるので細か

い部分を掘り下げていく必要が

あると思っている。 

 

 

 

 

Ａ  

数値はしっかり取っていきたい

が、受診率は上げていきたいと思

っている。地域という視点も大事

であるので今後検討していきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ 

毎年各地区の受診率が発表され

ているが日坂地区は低い。まち協

の健康部会で向上策を検討して

いる。先ほども話に出たが、受診

していても数値に出ないという

ことで、このことを考えれば市の

データはでたらめとしか思えな

い。実情に合ったデータを出して

欲しい。 

 

 

Ｑ 

お達者度日本一を目指しての基

本条例制定は、医療費削減のため

なのか、健康が大事ということで

議論されたのか。市議会の考え方

を聞きたい。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 

3歳児から義務教育化という話が

あったが、国がやることであって

個々の市町でできるのか。 

 

 

Ｑ 

上屋代に保育園があって通園し

ている子どもが多い。送迎してく

れるので便利で、安心して預けら

れる。市でも同じようにして欲し

い。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

様々なご指摘をいただいたので、

データの取り方については検討

していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

第一に健康で長寿であって欲し

いということ。また、お達者制度

についても介護にならないよう

に日頃から気をつけて欲しいと

いう願いを込めて制定した。 

要因として医療費削減がないと

は言えない。終末期医療について

も市民の皆さんに考えてもらい

たいとの気持ちがあって制定し

た。 

 

Ａ 

国でやってもらうことで解決で

きる問題もたくさんあるので、周

辺市町と協力して運動して行き

たいと思っている。 

 

Ａ 

検討したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ 

高齢者対策ですが、医療費が 40

兆円、10 年後はかなりの額にな

る。しかも来年 4月からシステム

が変わる。老々介護等課題も見え

てくるが、どのように考えている

のか。 

 

 

 

 

 

Ｑ 

子育てに関して、6人に 1人が貧

困状態である。また、母子 2人に

1人は低所得で貧困状態である。

助ける行政を望みたい。 

 

 

Ｑ 

保育士不足について、若い世代は

お守りという考え方は持ってい

ない。子育てに関する希望を把握

して欲しい。 

資格を持っている方が多いにも

かかわらず不足している現状を

分析する必要があると思う。保育

士の声を聞くことが大事ではな

いか。 

 

 

 

Ｑ 

血圧計、握力計について、中年に

なると上半身の筋力はピーク時

の 80％を保持、下半身は 50％を

割る。バランスがくずれると転ん

だりするので下半身の筋力を鍛

える必要がある。筋力アップでき

るような体操の普及が大事では

ないか。 

 

 

Ａ 

負担額については国が決めてい

るので市で関与出来ないところ

があるが、担当課の話では、今後

市町村におりてくることも考え

られるとのことである。市町は最

後のセーフティネットであるの

で、そのことも踏まえて検討の余

地があるのではと個人的には思

っている。 

 

 

Ａ 

お達者度をのばして健康寿命を

延ばすことが医療費削減につな

がると思うので、これを子育て支

援にまわせたらと考えている。 

 

 

Ａ 

働いている世代の希望について

は個々の人生設計によって変わ

ると思う。子どもを安心して預け

られることなどが解決策として

あると思うが、市としてできるこ

とは模索していきたいと思う。 

保育士が辞めていく理由として、

賃金が安い等があると思うが、長

く続かない要因を聞き、解決に向

けて検討していきたい。 

 

 

Ａ 

適切なトレーニングが必要であ

る。インボディが効果的であるの

でまち協等で利用して欲しいと

思う。 

 

 

 

 

 

 



意見・提言等 

 

 

（意見・提言等） （対応） 

Ｑ 

住民投票条例が制定されたが、掛

川市は常設型という特徴がある。

議会の同意なしで住民発議でき

るとある。市長が総合的に判断し

て決定できるが微妙なところが

ある。最終的には議会が決定する

ということであるが、投票結果が

イコールとなるのかどうか。 

 

 

Ｑ 

議員定数について、1市 2町が合

併して広大な行政面積であるの

で、今以上に減らすことはいかが

なものか。 

政務活動費について、掛川市は不

正使用ということではないが、目

的外使用ということで法廷で判

決が下され 2 会派が返還してい

る。返せばよいというものではな

い。会派は説明責任があるのでは

ないか。市議会としてのコメント

も必要ではないか。 

 

 

Ｑ 

リニアについても昨年も発言し

たが、生活用水が危ない状況であ

る。 

静岡市、県知事への要請が見えて

ないように思う。生活用水を守る

という観点が必要ではないか。 

 

 

 

Ａ 

27 条で規定されているとおりで

ある。市長、市議は投票結果を尊

重するよう努めるとしている。内

容を再度確認してしっかりと身

につけていきたい。 

 

 

 

 

 

Ａ 

事務用品について全額対象であ

ったが、見解の相違があり個人的

な使用も認められるということ

で 2分の 1負担となった。領収書

の偽造など他市のようなことは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

水は大きな課題である。県も入っ

て進めている状況であるが市も

努力していく。 

 

 

 

 

 

 



議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成２８年１１月９日（水） 

午後７時００分～午後９時０５分 

開催場所 市役所４階会議室（西中学校区） 

参加人数 

（議員・事務局除く） 
５３名 

出席議員 １班 
山本 行男 竹嶋 善彦 髙木 敏男 山崎 恒男 

榛葉 正樹 松本 均 窪野 愛子 桒原 通泰 

役割分担 

班 長 山本 行男 司会進行 榛葉 正樹 

テーマ① 松本 均 テーマ② 窪野 愛子 

テーマ③ 

山崎 恒男 

桒原 通泰 

髙木 敏男 

記 録 桒原 通泰 

受 付 山崎恒男 受 付 竹嶋 善彦 

報告に関する質疑 

テーマ① 

 

（質疑） （応答） 

質疑なし 

 

 

 

テーマ② ☛握力計配備については公民館

など人が多く集まる場所にも設

置し、継続して計測していくこと

が個々の健康管理に役立つ事か

ら、設置の拡大を計画する考えは

ないのか。 

 

 

☛自助共助公助は自助がベース

であり自己の健康管理も同様と

考えている。 

☛身近で検診できることはとて

も大切なことと思いますので、市

民の声に応えられるようにした

い。 

☛すばらしいご意見を頂いた。予

算化をしていく必要もあり、議会

でもみあげて当局側に意見反映

していきます。 

☛自助共助公助で最近は近所と

いう言葉があるが、議会としても

同様な理解認識です。 

 

テーマ③－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛議員定数の議論だけではなく

議会の活性に関する質的な問題

も議論していくべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛「市民から求められる議員は」

との見地での議論は深められて

はいない。議員の資質を高めるこ

とは大切なことでありご意見を

参考にさせていただきます。 

☛市民と議会との緊張感は議員、

議会の資質を高める重要な要素

であり、その事が議会として政策

能力が高められていくと考えて

います。提言ありがとうございま

す。 



テーマ③－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛南部からの送迎乗用車が多く

バスの発着所やロケーションバ

スシステム導入も検討願いたい。 

 

 

 

 

☛ＪＲのダイヤとバスのダイヤ

と整合性が取れるよう改善を求

める。また中東遠総合医療センタ

ー行のバスは利用客がほとんど

ない。必要性についても検討願

う。 

☛掛川駅を中心に交通ネットワ

ークを基本とし交通網を考えて

いくことだと思う。その中で駅南

のバス停発着場所が分かりにく

いという問題もあり改善を願う。 

 

☛これからの特別委員会でＪＲ

ダイヤとバスダイヤの整合性及

び駅南口のバス発着所に関する

件やロケーションバスシステム

についても過去に試験した経緯

もあり、課題として受け止め検討

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ③－３ 質疑なし  

意見・提言等 

 

自由討議 

（意見・提言等） （対応） 

☛市では今幼稚園児にフッ素で

口を漱ぐことを実施している。こ

のフッ素は飲み込むと体に悪い

影響を与えるものであり問題と

して捉えている。市も関心を示さ

れない事は問題だ。 

 

 

☛お達者度日本一の施策で、夕張

市が取り組んでいる内容も参考

になると思うので、その実態を調

べ参考にしたら良いともう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛議会では取り上げて議論して

いない。その件について勉強会も

開催する機会も考えたい。（質問

者から機会を与えてくれれば出

席の意向もあると発言あり） 

 

 

 

☛意見として受けとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☛健康医療シンポジウム開催は

議会として開催されたが少し違

和感がある。条例が制定されたこ

とから開催は執行側が行うべき

と考えるがどうか。議会でその議

論はされたのか。議会と行政執行

側とは一線を画するのが本来の

姿と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛今の議論と関係しますが、県主

催のタウンミーティングがあり

出席し、2025 年問題について話

し合った。その中で在宅医療に関

しては身近な市民が参画するこ

とで成り立つ。医者がいればとか

看護師がいればという問題では

なく、地域の中で在宅を必要とす

る人を見守る身近な人たちがい

ないと在宅医療は成り立たない。

条例を作られたことですから行

政、議会、医療機関関係者等で継

続的に市民に訴えていく取り組

みが必要と思う 

 

☛主張はその通りである。しかし

議会として変わることも大切な

ことであり条例制定を高く評価

している方もいる。議会も行政も

市民に啓蒙していくことが重要

であり大切なことであると判断

し、実施したものであり理解を求

めたい。 

 

行政的発想と感じた。基本的な考

え方は理解できるが、市民の皆さ

んに条例の趣旨目的を理解して

もらう事が大切なことであり、今

回の開催は行政との共催で開催

した。線引きがないとかあいまい

だと言われているが、それは心外

だ。議会側の熱意として受け止め

てほしい。 

 

☛今まで議会で議論したことの

ない意見であり議会運営に参考

にさせて頂く。今後も議会として

市民に向けて情報発信をしてい

きます。 

 

 

☛条例を作って終わりではなく

条例に伴っての諸施策が必要で

あると考えます。今後とも関係各

階層の皆さんのご意見を伺いな

がら条例制定の趣旨を踏まえ、内

容充実に努めていきたいと考え

ます。 

 

 



議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成２８年１１月１０日（木） 

午後７時００分 ～ 午後８時４５分 

開催場所 和田岡地区学習センター（桜が丘中学校区） 

参加人数 

（議員・事務局除く） 
３５人 

出席議員 ２班 
大石 勇 鷲山 喜久 二村 禮一 山本 裕三 

中上 禮一 鈴木 久男 鈴木 正治 大石與志登 

役割分担 

班 長 大石 勇 司会進行 鷲山 喜久 

テーマ① 二村 禮一 テーマ② 山本 裕三 

テーマ③ 

１．中上 禮一 

２．鈴木 久男 

３．鈴木 正治 

記 録 鈴木 久男 

受 付 大石 與志登 受 付  

報告に関する質疑 

 

テーマ① 

（質疑） （答弁） 

Ｑ 

人口減少からプラスになるのは

いつ頃の計画か。 

 

 

Ｑ 

市民人口確保は近隣市町との競

争にならないか。 

 

 

 

Ｑ 

水道使用量は減っているのに企

業団から買う水価が変わらない

のは何故か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

2025 年には 5 千人減、2040 年に

は 12万人を目標にしている。 

 

 

Ａ 

企業誘致をして働く場の確保に

より社会増に期待。又、安全安心

のまちづくりをして自然増を図

りたい。 

 

Ａ 

大井川企業団からの購入水価は

契約当時から一定となっている。

近いうちに改訂されることにな

ったので、近隣市との広域化を図

り改善される見込み。但し老朽管 

対策への投資が新たに生じる。 

 

 



 

テーマ② 

健康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 

健康医療基本条例に基づき多く

の健康長寿プログラムが整って

いるが、参加者が少ないのが気掛

かり。 

はたして市民の健康に繋がって

いるのか疑問。静岡県のふじのく

に健康長寿プログラムは、参加者

にポイントを与える等のやる気

を持たせているのが特色。市では

何故やらないのか。 

 

 

Ｑ 

健康は自己管理で築くもの。個々

の日常生活の中に意識的にプロ

グラムの作成に導くことが効果

的と思う。 

 

Ａ 

お達者度ランクを上げる為、特定

健診受診率を高める努力をして

いる。「ふじのくにプロジェクト」

の検証もしてみる必要があるか

もしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

貴重な提言有難うございました。 

テーマ③－１ 

政務活動費の開示 

Ｑ 

掛川市の政務活動費の公開は、開

示請求があれば出来る制度にな

っていると伺う。ネットで公開で

きる制度に改正できないか。 

 

Ａ 

事務量等考えれば課題も多い。今

後検討したい。 

テーマ③－３ 

子育て支援 

Ｑ 

住み良い市を考えた場合、子育て

支援には浜松市のように母親支

援の環境（悩みのケア等）を整え

れば人口の自然増に繋がると思

う。 

 

Ｑ 

出産祝い金制度は周辺市町には

あるが掛川市にないのはなぜか。

子育て世代の人からは不満が多

い。 

 

 

 

 

 

Ａ 

参考にさせて頂く。 

 

 

 

 

 

Ａ 

周辺市町と金額面で競争となっ

ていて課題も多い。掛川市にも過

去にはあった。持ち帰り検討す

る。 



意見・提言等 

 

テーマ外 

農振整備計画変更を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路整備 

 

 

 

 

 

 

 

道路整備構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

（意見・提言等） （対応） 

Ｑ 

農村地域に住む者にとっては三

世代同居が理想である。家の周り

に自己所有地があっても宅地転

用はどうにもならない。市の政策

として何とかしなくては地域が

どんどん衰退してしまう。 

 

 

Ｑ 

農振地域の多い「この地域」は住

宅造成による人口対策が出来な

い。規制緩和を市の施策として望

む。 

 

Ｑ 

原川付近の国道 1 号線整備が遅

れている。毎日利用している専門

ドライバーからも浜松・静岡間で

ここが一番渋滞する場所と指摘

している。整備促進を。 

 

Ｑ 

東名「掛川西 IC」の将来構想は

描けられないか。新幹線や在来線

を高架で渡し、計画中の西環状線

を経て第２東名 IC を結ぶ道路計

画には夢がある。（制度上 IC間の

距離は 10 ㎞以上とのことだが 5

㎞でも可能のようだとの弁） 

 

Ｑ 

先日、何年かぶりに移動バスでの

胸部レントゲン検査を行ったが

驚いたことがある。それは男女が

同じバス内で行われ、女性が下着

姿で恥ずかしそうに順番待ちし

ている様子は 40 年前にタイムス

リップした感じを受けた。 

 

Ａ 

三世代同居住宅を整備する場合、

市独自の助成制度がある。農振問

題は各地域で共通の課題となっ

ている。 

 

 

 

 

Ａ 

国の制度であり難しい。どこの地

域でも同じ問題を抱えている。 

 

 

 

Ａ 

ここよりも大井川鉄道や岡部付

近が厳しいと伺う。これが終わり

次第整備すると聞いている。 

 

 

 

Ａ 

まずは西環状線計画を具現化す

ることを考えたい。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

持ち帰り調べた上対応したいが、

受診が受けやすい環境づくりへ

の改善は必要と思う。 

 

 



議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成２８年１１月１１日（金） 

午後７時００分～午後９時００分 

開催場所 大東支所３階市民交流センター（大浜中学校区） 

参加人数 

（議員・事務局除く） 
６４名 

出席議員 １班 
山本 行男 竹嶋 善彦 髙木 敏男 山崎 恒男 

榛葉 正樹 松本 均 窪野 愛子 桒原 通泰 

役割分担 

班 長 山本 行男 司会進行 榛葉 正樹 

テーマ① 松本 均 テーマ② 窪野 愛子 

テーマ③ 

山崎 恒男 

桒原 通泰 

髙木 敏男 

記 録 桒原 通泰 

受 付 山崎 恒男 受 付 竹嶋 善彦 

報告に関する質疑 

テーマ① 

 

（質疑） （応答） 

質疑なし  

テーマ② 質疑なし  

テーマ③－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛議員１人当たり何人ぐらいの

市民が妥当か聞かせてほしい。 

☛議員定数削減は平成 33 年の選

挙までにしっかり考えて・・との

意見も出ているようだが何を目

的に減らすのか。 

☛区長会連合会から定数削減の

要望書が出ているが、来年 4月か

ら実施するのか。 

 

 

 

☛議員削減すると郡部の議員は

減少する危惧があり市民の声が

市政に届かないこととなり反対

だ。 

 

 

 

 

 

☛適正な人数は・・との質問であ

るが、分からない。法律で何人に

1人と厳格に定められていない。

近隣市町の定数もまちまちであ

り、それぞれの自治体で主体的に

定めている。 

☛定数減については近隣市町の

実態をみて、当議会としては平成

29 年 4 月選挙から適用したいと

考えている 

 

 

☛地域代表的な立場が強いと思

う。地域代表にとどまらず全市的

立場に立つ議員であってほしい

との思いがある。皆さんにもそう

した見地で育ててほしい。 

 



テーマ③－２ 

 

 

☛デマンド型乗合タクシーの利

用が高いとは言えずと書いてあ

るがその理由は何か。 

☛医療センターを利用する人も

ひとりひとりの受診時間も違い

統一行動がとれないところに乗

合率が低いことにつながってい

るのではないか。 

 

 

☛運行しようとする時に調査を

しますが、「あれば便利だから」

と考えている市民の皆さんが多

く、実際利用する段階で諸々の制

約があり利用を避ける傾向であ

る。アンケート実施前に運行計画

を立てその案を住民に示し、運行

全般にわたりどのようにすれば

利用していただけるかを地域で

考え立案し、それをアンケート調

査に反映し住民主体の運行計画

が必要と考える。 

 

テーマ③－３ 

 

 

☛保育士不足の原因は、待遇の問

題である。賃金体系で低いという

問題を根本的に改善しないと解

決しないと考える。知恵を出すこ

とからお金を出すことをお願い

したい。 

 

 

 

☛特別委員会でまず一番には「待

遇改善」を図ることが何よりも重

要だという認識に立っておりま

す。次年度、国は保育士の待遇改

善で賃金の 2％アップを図るとい

っていますが十分とは言えない。

今後とも待遇問題にかじを切り

発言していきたい。 

 

意見・提言等 

 

自由討議 

（意見・提言等） （対応） 

 

☛まちづくり交付金は使途に制

約があり使いにくいし、わかりに

くい。交付金は年度内に使うとい

う制約があるが、翌年度に繰り越

しもできるような制度を望みた

い。 

 

☛下水道料金について、大坂地区

の接続率は 80％台であり 20％弱

の家庭では下水道料金の支払い

は免れている。公共下水道という

なら未接続の家庭でもそれなり

の料金（上水道の使用量などで）

の支払いがあってしかるべきと

考える。 

あくまでも公平な負担を望む。        

 

 

☛去年から今年にかけて交付金

制度が設けられた。使い勝手の良

い交付金制度とするについては

どのようにしていけばよいか、議

会の中でも検討したい。 

 

 

☛接続率問題は議会の中でも当

局と機会あるごとに議論されて

いる。未接続の背景は高齢者の二

人暮らしや一人暮らし世帯、また

将来家族が住む予定がない、経済

的理由等の背景を抱えている事

をご理解願いたい。質問の上水道

使用量に合わせて下水料金を支

払うという意見については検討

課題として受けとめます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☛南部方面の企業も津波による

危険意識からある企業が一部移

転をする状況もある。市として何

らかの歯止めをかけているのか。 

 

☛補足説明として、大井川上水道

企業団に受水料金の見直しを 7

市で要望した。その結果、立方メ

ートル当たり基本料金が 34 円か

ら 31 円、使用料金は 38 円が 32

円となり掛川市は年間 1 億５千

万～1億 6千万円のコストダウン

となる。  

 

 

☛企業誘致については、過去から

近隣市より力を入れてきている

し誘致も成功している。他市から

も評価を受けている。今数字で示

すことができませんが資料が必

要なら用意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成２８年 １１月 １４日（月） 

     午後７ 時００分 ～ 午後 ８時５８分 

開催場所 原田地区生涯学習センター（原野谷中学校区） 

参加人数 

（議員・事務局除く） 
３３人 

出席議員   ３班 
草賀 章吉 内藤 澄夫 堀内 武治 雪山 敏行 

野口 安男 渡邉 久次 大場 雄三 小沼 秀朗 

役割分担 

班 長 草賀 章吉 司会進行 雪山 敏行 

テーマ① 渡邉 久次 テーマ② 大場 雄三 

テーマ③ 

内藤 澄夫 

野口 安男 

小沼 秀朗 

記 録 大場 雄三 

受 付 内藤 澄夫 受 付 堀内 武治 

報告に関する質疑 

テーマ① 

 

（質疑） （応答） 

中東遠総合医療センターへの

補助金が約 15 億円だと聞いてい

るが、現在の経営状況と今後の見

通しはどうなっているか。 

 

病院建設で 250 億円借金があ

るため、経営は厳しく 10 億円の

追加出資も行った。しかし外部評

価としては、各種ランキングで上

位に評価されている。皆さんには

病院を支えるという意識を持っ

ていただきたい。 

 

テーマ②  

地区に出向いての健診などを

行っていただいているが受診率

が低いが今後も健康相談などを

こまめにやっていただきたい。 

また、公民館のトイレが和式のま

まである。洋式に改修するための

補助金を検討してもらいたい。 

 

 

訪問診療を行っている開業医

はどのくらいあるのか。 

インボディの活用について、より

多くの方に使っていただけるよ

うにＰＲしていったらどうか。 

 

 

統計によると未受診者の医療

費が高い結果になっている。地域

に出向いてみなさんに関心を持

っていただけるように提案して

いく。 

トイレの改修について、補助金の

検討を当局に要望していきたい。 

 

 

現在、在宅医療支援診療所は 7か

所ある。大須賀地域ではゼロだ

が、今後議会としても推進してい

きたい。インボディは高価な機械

でなかなか外には持ち出せない

が、より多くの方に活用していた

だけるようにしていきたい。 



テーマ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身内が保育士だが、労働環境が

厳しいと感じている。三世代同居

でないと務まらないと思う。どの

ような対応策があるのか。 

 

 

 原田地区の面積は広いが人口

は少ない。議員は一地区のもので

はないというが、街中の議員が見

てくれるわけではない。役も多く

回ってきて議員の協力が必要で

ある。議員のいない地区も増えた

が人口の少ない地域では切実な

課題である。また定数の見直しは

区長会からの意見だということ

だが、どこの地区から上がってき

た意見なのか。 

 

 

原田地区は面積も広く議員に

頼らざるを得ないことが多い。山

側に住んでいると海側のことは

よくわからない。定数削減には反

対。どぶ板から人間関係まで議員

に担ってもらいたい。区長会でも

反対意見を出した。 

 

 

 時代の流れは削減方向だが市

の財政状況はどうなのか。財政上

余裕があるなら増やすことも考

えて良い。ただ定数削減ありきで

はいけない。本来の役割ができな

くなってしまうのであれば定数

削減は間違いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは意見交換などを行い現状

認識からはじめて、対応策をとっ

ていく。 

 

 

 

 旧大須賀町では議員が 14 人い

たが合併して現在では 2 名にな

った。人口集中地域とは状況が異

なることは認識している。 

 区長会連合会からの意見は市

全体の意見、総意だということで

とらえている。 

 

 



意見・提言等 

その他 

 

 

（意見・提言等） （対応） 

 

 防災について、ドローンの導入

について掛川市ではどのように

なっているのか。 

 

 

 

 市役所に行ったとき担当者が

いなくて話が通らないことがあ

る。どうにかしてもらいたい。 

河川管理について、市と県の区別

がわかりにくい。市と県で連絡を

密にとっていただきたい。 

 

 

 

先日、原泉地区でドローンを飛ば

していた。今月 29 日にも飛行と

勉強会がある。今後防災面での活

用に期待している。  

 

 

まずはアポイントメントをとっ

てから窓口に行ってもらったら

よい。地域の窓口はまちづくり協

働推進課になっている。 

河川管理者は袋井土木事務所だ

が、奥のほうへ行くと掛川市が管

理する部分もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成２８年 １１月１７日（月） 

     午後７時００分 ～ 午後８時５８分 

開催場所 初馬会館（北中学校区） 

参加人数 

（議員・事務局除く） 
８０ 人 

出席議員   ３班 
草賀 章吉 内藤 澄夫 堀内 武治 雪山 敏行 

野口 安男 渡邉 久次 大場 雄三 小沼 秀朗 

役割分担 

班 長 草賀 章吉 司会進行 雪山 敏行 

テーマ① 渡邉 久次 テーマ② 大場 雄三 

テーマ③ 

特別委員会 

中間報告 

内藤 澄夫 

野口 安男 

小沼 秀朗 

記 録 大場 雄三 

受 付 内藤 澄夫 受 付 堀内 武治 

報告に関する質疑 

 

 

（質疑） （応答） 

テーマ② 

 健康づくりなどで公共施設を

使用する機会があるが、例えば

65 歳以上の高齢者割引などがあ

ればより利用しやすくなると思

われるのではないか。 

 

 

 

 お達者度の順位について、下線

が引いてあるのはどのような順

位か。徳育センターで各種団体が

集まり、お達者度について勉強会

がありとても盛り上がった。今後

も継続して開催していただきた

い。 

 

スポーツ施設などは指定管理

制度をとっていて管理者が利用

料金を設定することになってい

るが、割引制度についても提案し

ていきたい。 

 

 

 

 下線が引いてある順位は市の

部の順位です。各地域でも勉強会

などを開催していくように当局

に伝えていきます。 

 

 

 テーマ③ 

 議員定数について、様々な観点

から見ることが大事。掛川市は県

内でも面積が広い。パブコメなど

で市民の声をよく聞き、拙速に結

果を出すことのないよう慎重に、

市民が納得できる形での結論を

求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



定数削減は、面積・人口割を考

慮することが望ましい。議員 1人

に対する人口が 5000 人では市民

の意見を聞き取れないのではな

いか。山梨県早川町では人口 1200

人だが 6人の議員がいる。減らす

のが良いばかりではない。 

 

 

 

 3～5 歳の義務教育化はどのよ

うなことを目的としているのか。

義務教育化に対応するには、保育

士の数は何人必要になってくる

のか。 

 

 

 

 

 一番感動したのは、市全体を見

られる質の高い議員を目指し、定

数よりも議員の資質が重要であ

るところだ。数の論理ではなくど

んな議員が必要なのか発信して

いただきたい。掛川市の将来には

不安を抱いている。 

 

 

 まち協の活動に対して議員は

どのようなスタンスをとってい

るのか。 

 

 

 

 掛川駅についてどのように考

えているのか、駅は市の玄関口だ

が、設備が不備で開発に力を入れ

る自治体にも遅れを取っている

と思われる。近代化した駅に変わ

れるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3～5 歳の 96％が保育を受けて

いる。幼少期の頃から義務化する

ことにより、学校教育につなげて

いくことが検討されている。 

この議論はまだ始まったばかり

なので具体的に保育士の数は示

すことはできない。 

 

 

 相模原市ではＮＰＯ法人が議

員を採点している。来年は選挙が

あるが立派な人を出してもらい

たい。 

 

 

 

 

 

 議員が地域に対して意見する

ことはないが、市当局に対してま

ち協の進め方に対しては意見を

出している。 

 

 

 現在の駅が市民のためになっ

ているのか今後議会において検

証していきたい。 

 

 

 

 

 

 



 

 駅については、現在の駅に賛成

の意見もある。西郷の局につい

て、市に何度も言ってきたが講演

会など開催されない。また直虎に

ついても掛川とは関連が強いの

に動きが見られない、観光資源に

もなると思われるので積極的な

活動をしてもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会報告書 
 

開催日時 
平成 ２８年  １１月 ２４日（木） 

午後７時００分～午後９時００分 

開催場所 大東北公民館（城東中学校区） 

参加人数 

（議員・事務局除く） 
３５名 

出席議員 ２班 
大石 勇 鷲山 喜久 鈴木 正治 中上 禮一 

鈴木 久男 二村 禮一 山本 裕三 大石與志登 

役割分担 

班 長 大石 勇 司会進行 鷲山 喜久 

テーマ① 二村 禮一 テーマ② 山本 裕三 

テーマ③ 

中上 禮一 

鈴木 正治 

鈴木 久男 

記 録 大石 與志登 

受 付 大石 與志登 受 付  

報告に関する質疑 

テーマ② 

 

（質疑） （応答） 

Ｑ. 

高齢者対策には、現在の高齢者と

これから高齢者になるものに対

する対策。この二通りの対策を講

じていかねばならないと思う。先

ず、現在の高齢者対策であるが、

長野県には元気で長生きできる

いろいろな仕組みがある。元気で

長生きの理由は多種多様である

ことから、一つの支援だけという

のではなく、田舎が元気のもとで

いけるようないろいろな幅広い

支援をやり、中高年が元気なまち

掛川をめざしたらと思う。 

 

一つ目は、小さい頃からの積み重

ねが非常に大事だと思う。例え

ば、ご飯を食べるときに姿勢をよ

くして食べるなど日常の生活の

中で正しい習慣を身に着けてい

くことは、本当に必要であると思

う。これからの幼児教育等に取り

入れて欲しい。 

 

 

Ａ. 

健康づくりは人それぞれ多様で

あろうと思う。協働のまちづくり

を含めそれぞれの支援について

も検討していきたいと思う。 

 

 

健康づくりについては、生まれた

時からしっかり積み重ねていか

ねばならない。課題は、生まれて

から高齢者になるまで、その時点

時点で担当課が変わっていくこ

とであると思っている。従って、

市民の健康管理を一人が継続し

てみることができないというこ

とは、委員会の中でも話がでてお

りました。子どもたちの健康管理

意識を高めていくことは非常に

大事であると思いますので、貴重

な意見として参考にさせていた

だきます。 

 

 

 

 



Ｑ. 

掛川市が健康づくりに積極的に

取り組んでいただいていること、

本当にうれしく思っております。 

健診の受診率のことであります

が、健診によって悪いところが見

つかると言うような、どちらかと

いうと暗いイメージでとらえら

れる方が多いと感じております。

しかし、健診は自分の体がどのく

らい健康か、自分の体の立ち位置

を知ることだと思っております。

このようなことを前面に出し、健

診を明るいイメージで考える機

会にしていけたらと思っており

ます。 

 

 

Ｑ. 

健康に一番良いことは、食事をゆ

っくり食べることだとテレビで

言っていたが、実際に機械で計っ

てもその通り出ていた。とにかく

ゆっくりと食べるようにしてい

きたいと思っている。参考までに

言っておく。 

 

 

 

 

Ａ. 

明るいイメージの健診となるよ

う心がけていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ. 

ウォーキングも歩き方に気をつ

けないと効果はないと言われて

おりました。やはりしっかりとし

た指導があってこそいろんなこ

とが実ってくるということです。

食事の食べ方についても、同じで

あろうと思っています。これにつ

いては、私どもも持ち帰って研究

していきたいと思っております。 

テーマ③ Ｑ. 

議員定数の削減は反対です。今の

ままでいいです。賛成の理由が、

掛川市は他市に比べ議員一人当

たりの人口が低いとありますが、

そんなことは無いと思う。また、

区長会連合会から議員定数削減

の要望が出されたということで

あるが、区長会は議員定数のこと

は関係ない。このことは議員で考

えればよいと思う。 

 

 

Ａ. 

区長会から言われたからという

ことではなく、議会ではその要望

が出る前から既に検討を始めて

いる。誤解の無いよう申し上げて

おく。 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ. 

子育て支援について、子育てだけ

でなく、高齢者のことも色々考え

てもらいたい。年金もカットされ

るし、高齢者の分を子どもの育成

に使っていると思う。 

 

 

 

 

 

Ａ. 

限られた財源の中で、掛川市も運

営をしている。高齢者も厳しい状

況にあるとは思うが、その中の一

部を未来を託す子どもたちのた

めに少し回せないだろうかとい

うことを検討している状況であ

る。このことも考えていかねばな

らないと思っている。 

意見・提言等 

 

 

（意見・提言等） （対応） 

Ｑ. 

議会だよりについて 

以前磐田市の議会だよりをみた

ら、議案のすべてについて、賛成

した者と反対した者が掲載され

ていた。一方、掛川市のものは、

議案の可否しかなかった。これで

は、議会の姿が見えないなと思っ

た。形だけの「議会だより」では

ないよう姿が見えるようにして

いただきたいと思う。 

 

今の形の「議会だより」であれば

「広報かけがわ」の一部に組み込

まれてもいいではないかと思う

が、検討願いたい。 

 

 

Ａ. 

議会でも、このことは検討してい

る状況。検討中ということでご理

解いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見のついては今後検討して

いきたいと思う。 

 

 


